
■ア：情報活用の実践力   

2.＜課題解決における情報活用＞  

【e：整理・分析・判断】   

LEVEL2 集めた情報を比べたりまとめたりできる 

 

LEVEL3 集めた情報を分析し,適した方法でまとめる

ことができる。 

e3-010 集めた情報を分析し,傾向や規則性を見つける

e3-020 課題解決に必要な不足情報に気づき， 

さらに情報を収集・整理する 

e3-050 集めた情報を活用しやすいように整理する 

 

LEVEL4  情報手段を活用して整理・分析・判断する

情報の整理・分析・判断する力の育成をねらった付箋紙利用の授業の実践 
正來 洋*1 堀田龍也*2 

  
グループ学習において，個々の児童が気づきや考えを準備し，意見を交換したりまとめたりする際に付

箋紙のメモを利用する。その際に「情報の整理・分析・判断」する力を育てることをねらい，「コンパク

トさ」「貼り剥がしが容易」という付箋紙の特性を生かしたKJ法的な学習活動を繰り返し授業に組み込

むことで，短く絞った内容でメモをとることの重要性に気がついたり，互いの意見を共有しつつ比較・

分類・整理したり意味づけしたりすることに対し児童が意識的になる姿が見られるようになった。 
＜キーワード＞   
情報活用の実践力  付箋紙  情報の整理分析判断力  グループ学習 
 

1. 研究の背景 
情報教育がねらう力の育成を，教科等の学

習の中でも具現化するような授業手法を探る

ことは，教科の情報化等の流れにあってさら

に重要性を増している。 
いわゆる「調べてまとめて伝える」学習の

過程において，「まとめる」段階で求められる

のは「情報の整理・分析・判断」をする力で

あろう。 
永野ら（2000）は「情報教育の目標リスト」

の中に以下のようにその位置づけとリストア

ップを行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらの力は，育成場面を意図的に学習課

程に埋め込み，継続的反復的に取り組むこと

で力量形成を意図する必要がある。 
本稿では，上記の学習場面において情報を

整理・分析・判断する力を育てるために，「付

箋紙」の利用に着目した。付箋紙のメリット

は以下のように捉えられる。 
○貼りはがしが容易 
・グループ学習等で集まった意見メモ情報の

整理分析や意味の判断を行う際に，メモを

動かして試行錯誤しながら学習を進めるこ

とができる。 
○コンパクト 
・サイズが小さいため，一つの事柄を一枚ご

とに書くことや，短くまとめて書くことへ

の意識付けがしやすい。 
・意見メモをグループ学習等で見直したりま

とめたりする際に，情報全体を見渡しやす

く情報を共有しながら話合うことが容易。 
以上の特性を踏まえ，情報を整理分析判断

する学習活動を行い、付箋紙を利用した学習

の利点と効果を探る。 
2. 研究の目的 

情報の整理・分析・判断をする力を育てる

ためには様々な授業手法が考えられる。 
本稿では KJ 法的手法をもとに「付箋紙」

を利用したグループ学習授業に着目した。総

合的な学習の時間を例に，個々の意見や気づ

き・事実を整理・分析・判断する学習場面を

継続的に実施し，児童の反応を分析すること

により，付箋紙利用の授業の効果を明らかに

する。 

*1 石川県野々市町立野々市小学校 masakage@beige.plala.or.jp *2 静岡大学情報学部 horita@horitan.net 



3. 研究の方法 
① 小学校５年生２９名を対象に，総合的な

学習の時間において，見たり調べたりし

た事柄や意見を整理・分析・判断する個

別・小集団の活動を複数回織り込んで実

践する。 
② その際に気づいたことや事実を「付箋紙」

に記録しまとめる授業を行う。それ以外

の方法（ノートへの箇条書き等）で記録

しまとめる授業との比較を行う。 
③ 上記授業場面の記録を比較分析し考察す

る。 
ア．ビデオや観察メモ等の授業観察記録に

よる児童の反応の質的な記録・評価・

分析を行う。 
イ． 付箋紙にメモする場合とそうでない

場合（ノートへの箇条書き等）の方法

で話し合いまとめる授業の評価を，児

童にアンケートで問う。（方法の特性に

ついて） 
 
 

表１ 実践の概要（単元の概略） 

4. 実践 
総合的な学習の時間において，「１１才のハ

ローワーク」と題した職業教育を念頭に置い

た単元を構想した。 
単元の初期段階において，自分の将来の働

く姿をイメージ化するため，NHK 教育テレ

ビ「平成若者仕事図鑑」を取り上げた。 
番組中で紹介されている「働く若者」の姿

を取材した番組を視聴し，印象に残ったこと

や学んだことなどを個々に付箋紙メモする。 
その後，４～５人の小グループで意見交換

を行って，わかったことや感想などの共通点

などをポスター形式にまとめて発表するグル

ープ学習を行った。 
 

5. 結果 
付箋紙にメモをとりながら学習を進める学

習場面を振り返り，アンケートや授業の観察

記録から次のような反応が見られた。 
①授業の観察記録から 
ア．メモをもとにディスカッションしまとめ

る活動の繰り返しの中から，自分の気づき

や意見を一定量持たないために，ディスカ

ッションが成立しない学習グループがあっ

た。次の学習では話し合いの前段階に書か

れた付箋数は大幅に増加し、ディスカッシ

ョンが成立する様子が見られた。（図１） 
イ．出された意見の分類整理だけではなく，

出された意見群の要点を判断したり，全体

からわかることを要約したりすることも，

本稿で想定している学習場面の目的として

重要である。そのような場面で，児童は書

かれた付箋メモが分類整理され，情報の全

体を見直しながら， その中から重要と考え

られる情報の取捨選択を吟味する姿が見ら

れた。（図２） 
②授業後の評価アンケートから 
ア．個々の意見をメモに書き留め，それを持

ち寄って意見交換による共有，分類整理し

てまとめるというグループ学習で，児童は

付箋紙を利用すると「メモしやすい」「話し

合いでの利用に効果的」などの印象を挙げ

ている。（図３） 

 内 容 配時 

Ⅰ 
 
 

・学習の進め方オリエンテーション 

・NHK 教育平成若者仕事図鑑「大工」 

（25 分間） 視聴 

・グループ討論・まとめ・発表 

「大工の前沢さんはなぜこんないい顔で働

いているのか？」 

３ 

Ⅱ 
 
 

・「路面表示施工技能士」視聴（25 分間）

・グループ討論・まとめ・発表 

・「前沢さんの仕事への思いをキャッチコピ

ーにしよう」 

２ 

Ⅲ 
 
 

・「フードスタイリスト」視聴（25 分間）

・グループ討論・まとめ・発表 

「フードスタイリスト山﨑さんの仕事への

思いをキャッチコピーにしよう」 

 
２ 
 

Ⅳ 「路面表示施工技能士」視聴（25 分間） 

グループ学習・まとめ・発表 

「中島さんの仕事への思いをキャッチコピ

ーにしよう」 

２ 
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図１  ある学習班の学習記録（付箋数と行動） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 全員で情報を見渡し，共有しながら話し合い 
 
イ．サイズの制約のある付箋紙の特性に気づ

き，一つの事柄を短くスピーディーに書く

ことを意識（１６／２９人）する様子が見

られる。（表２の１） 
ウ．サイズの制約により，メモの際に書く事

柄を絞ってメモをすることの重要性に着目

（１３／２９人）している。（表２の２） 
また表３に示すように，メモを書いた付箋

をもとに意見の交換・比較分類と意味づけ

（カテゴライズとキーワード付与）を行う

グループ学習の場面では，児童は付箋紙に

短く絞って書くことの良さに着目する反応

が見られている。 
エ．相互に意見を交換してまとめる場面で，

付箋紙を貼り直しながら意見の対比や共通

点の発見をしようとする反応が多く見られ

る。（表３の１） 

表２ 付箋メモの利点についての評価（２９名中） 
 
 
 
 
 
 
 
 
表３ 付箋紙を使った話合い活動の印象に関する 

児童の評価（２９名中） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 付箋利用についての児童の評価（２９名中） 

 
 
オ．分類された気づきや意見群に対しキーワ

ードを付与するなどの場面において，情報

全体を見渡しながら共通点や対比を見つけ

ることが容易にできるととらえている。 
（表３の２） 

カ．個々の考えをグループの発表用ポスター

に転記し直すなどの，書き直しが必要なく

効率がよいととらえている。（10/29 名） 
（表２の３） 

 
 

第一回目

　　付箋数　５枚→２３枚
T児・Y児・K児・S児・N児

●付箋が少ない。ワークショップ

時に意見交換にならない。ディス
カッションが成立せず，意見の分

類もできない。
●追加で付箋に感想を書くことを

指示。その後，話し合いを再度
行った。

第二回目

　　付箋数　４５枚
●前回の反省から付

箋を積極的に書き残

す姿が見られる。
●ワークショップ時に

意見交換もそれなり
に成立している

第三回目

付箋数　８５枚
●高田さんを中心

にディスカッション

が活発に進んで
いる

●付箋数が多す
ぎる？

グループで付箋が５枚しか書けなかった第一回目 



6. 考察 
初めに見たように，付箋紙の持つ特性は次

のようなものがある。 
●コンパクト 
●貼りはがしが容易 

上記特性を生かし，グループ学習において

情報の整理・分析・判断をする力をねらう場

合，付箋紙利用の授業を行う利点は以下のよ

うにまとめられる。 
 
ア．付箋紙を使った授業の利点 
●コンパクトさを生かして 

○気づいたこと・考えたことなどを短くま

とめて書くことが必要とされるため，児

童にその意識付けができる。 
（５②イ・ウ） 

○書いた量が枚数として現れるため，メモ

を書くことに対する意欲が高まりやすい。 
（５①ア） 

○出された意見の全体を見渡し（共有し）

ながら話し合い活動が進められる。 
（５①イ） 

●貼りはがしの容易さを生かして 
○出された意見メモの全体を見渡したり，

意味ごとに貼り直したりしながら，情報

の分類・整理の活動を試行錯誤的に進め

ることが容易である。（５②ア・エ・オ） 
○書かれた意見の転記などの手間がなく，

話し合いの時間が有効に使える。 
（５②カ） 

 
上記の利点を生かすために，情報の分類・

整理・判断の力を育てることを意図した授業

において，以下のような点が留意されるべき

事項として示唆される。 
 
イ．付箋紙を使った授業の留意点  
○一枚にひとつのことがらを書かせるように

させる。 
○一枚をできるだけ短く端的に書かせるよう

にさせる。（キーワードを使い短くまとめる

ことを意識させる） 
○書かれた付箋の量が多すぎても少なすぎて

もディスカッションの成立に支障となる。

メモとして残すべき事柄の質と量を意識さ

せる。 
○整理された意見群に対する意味づけとして，

小見出し（キーワード）付与や，全体とし

て学んだことを短文（キャッチコピー）と

してまとめて発表させる活動などを取り入

れて，付箋に書かれた意見の分類整理だけ

に終わらないようにさせる。 
７. 結論  

付箋紙のメモを利用して「情報の整理・分

析・判断」する力を育てることをねらった授

業を行う場合，付箋紙の利用により次のよう

な効果が現れることがわかった。 
① 「貼り剥がしが容易」という付箋紙の特

性により，試行錯誤的追究が容易かつ効

率的に行える。よって，付箋紙を動かし

ながら意見群の共通性を発見したり意味

づけしたりするなど，児童が情報の価値

判断活動を助けるツールになる。 
② 付箋紙の「コンパクトさ」という特性に

より，自分の考えや気づきを短く要点に

絞ってメモに書くということに児童の意

識を向けさせる契機となる。 
③ 多数の意見メモの全体を小グループ学習

の成員全体で見渡しやすい。よって，そ

れら情報の整理・分析する活動において，

情報全体を把握・共有・検討しながら進

めることを助ける。 
本稿において取り上げた付箋紙利用の授業

場面は，総合的な学習における意見感想の交

換の場面であった。 
教科学習等も含めたその他のケースにおい

て，付箋紙利用が効果的なのはどのような場

面か，その場合の効果や留意点はどのような

ものがあるかについて整理することが，本研

究に残された課題であると考える。 
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